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やさしい

地質学⑧

生物は進化する(3)

今から2600万年前から王00万年前の時代世界の高等

な哺乳動物や顕花植物が今日のようなモダｰンな姿を生

み出すように狂ったおもな進化の時代新第三紀にやっ

てきました.まずその地層の対比を試みておきまし

ょう(第7表).この紀の世界や日本の海や{とその変

化については第n4号を読んで下さい.

この紀の生物は古第三紀よりもさらに多種多様に匁

りましたのに紙数カ砂なくて全部はお謡で慧裏せん｡

ですから特徴的なおもな生物に限り蛮すからよ

り詳しいことカミらは別に勉強してほしいと思い塞す｡

送

まず植物から.中新世の初期でほブナやシデ其
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レやケヤキフウやカバノキといっ1た温帯部分的には

亜熱帯気候の植物が多くその中期にはいっそう

亜熱帯的在ものに後期になって逆にやや冷温化

器米\\

してカシが滅リケヤキニレナラトウヒな

どがふえています.一方大陸内部の盆地には

草原性や砂漠性の植物が生活して当時の哺乳動

物の大切匁棲息地と食物を提供しました.地質
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学の上で大切な海水にも淡水にも繁殖した珪藻

は世界各地にあってその化石は種類によって地
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第7表年代表(図説:地球の歴史から)

岸本文男

祷稀

層が海成か陸成かを教える先生ともなってV'ます(第79

図).

海中をみましょう.

原生動物の有孔虫で今までにみられなかった数㎝に

兼

も達する大型のもの(第80図)カミいます.大切な標準

�

化石となってv･ます.ホタテガイやアカガイキリガ

半

イダマシなどの軟体動物洲･ますカミこれらこそ最初

にライエノレカ噺第三紀の時代を決めるのに用いた標準化

石です.広範に泳ぎ回っている魚はサメの仲間カ

米

ルカロドン(第81図)やイスルスです.

*日本においても多く化石として発見されている生物

**陸層とは内陸盆地底に堆積する地層

第80図

､

レピドシクリナ〔図説1;地球の歴史から〕

このようなグルｰブは第81図カルカロトン〔上野博物館所蔵〕

進化の進み方が早かつGarcharodonJ.M舳eret.G.GHe

^たので地層の上下を決

騒麟化砒席岬肋㎞岬

孔虫が比較的に`j'さく｡donChan1esworthは島根.石川千

て多産しまた海水に

住んで水温に敏感であ葉新潟愛知たどよリおもにその歯を

ふることから試錐コア産出するこれを土地の人はr天狗の爪｣

8一｡による地層の比較や

.`地層のできた当時の海という･

水温度とそして海深

忍を推定するのに用いら

リウム象〔マンモ

ス象とその仲間か

ら〕Dinotheriu一

柵1825年にド

てツのカウプ博士

がエツペルスノ･イ

ムで発見したのが

最初中新世のも

のは背の高さ2,4

血後になると3.6

m位になっている

牙が後向きにっい

ているのが特徴

第79図淡水棲珪藻と海水棲珪藻(現代の瑳謙)

単細胞の顕微鐘的小藻でその胞膜中には珪酸が浸潤しているそのために全休があたかも鼓璃質穀に包まれたようになっている

細胞の形は種々で個々別点に離れていることもあり列状に連絡していることもある�
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策83図プノロフォトン象〔マンモス象とその伸聞から〕

Bunolophodon岐阜県可児郡上之郷村番上洞で40年ほど前に上下

の顎の骨が発見されその化石は中新世の浅い海の堆積j薗であった

哺乳動物はどうでしょうか

代表格として象をみましょう.タイノテリウム(第

82図)が第四紀にまでアフリカやユｰラシア大陸にマ

ストドンｰ族が中新世ではアフリカとユｰラシア大

陸だけでなく当時のべ一リング陸橋を渡ってアメリカ

大陸へと大発展をしています.日本で多いのはこの

系列のブノロフォトンでこの窟の化石は岐阜県や宮城

県の中新世の地層から発見されています(第83図).短

顎マストドン系のトリ属フ赤ドンも官城県のこれは鮮

新世の他薦から発屍されてい窪す血この鱒新樹ζは

マストドンの血を茅はたスチゴドン(第84図)がとく

に南アジア胃本で活歩し第四紀まで繁栄してい襲す咀

新第三紀の哺乳動物のもう1つの代表たる馬,これ

は古籍三紀のエオヒッパスに由来する串新世の新型

メリキップス畳鮮新世のプリオヒップスはマストド

ンとは逆ぽべ一リング睦橘を渡ってアメリ漁からア

ジアヘ^このようは繁栄をたどる瞭乳動物の胞のもの

を挙げてみ蜜しふう,

なまげものの祖先たる大型のメガテジウム.ラクダ

の祖先キリンラクダラマの祖先ポエブロテリウムサ

イの祖先ジセロリヌス短角シカのムントヤクしか.

以上は草食ですカ三これらを食料にした食肉性の犬の

先祖犬グマ狼に近いサｰベノレ虎かみられました.

日本における世界的に珍しい哺乳動物は漸新世から

この中新世の中頃まで日本を含む北太平洋沿岸に棲息

したデスモスチルス(第85･86図)です.彼と彼女た

ちは温暖な地域の遠浅の海岸地帯で水に浜辺にた

わむれていた優しい草食性の動物だったのです咀この

化石からアｰベルは有袋類だといいオズ斌一ンは象

シンプソンは海牛だとv･v･はり凄した由しかし日本

で発見された立派な化石についての資本の地質学者矢

部鹿間高井井尻の4先生の共同研究紀よって海棲

の奇蹄類ということが明らかに密れ棋界の論争に結着

方圭つけられました.日本人の大き荏業績として誇るべ

皿ノ､P〆､
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きでしょう.

第84図ステゴドン象マンモス象と

その伸聞から〕

/StegodOn背丈2～3m上覇の長い

牙がまっすぐのぴるか少し上向きに

が歯は大分違っている

春てここに人類の登場です.まず人類と類人猿

の両方の特徴を兼ね備えた類人猿ドリオピテクス.そ

して人類の化看オｰストラルピテクス(第87図).偉大

狂る人類輝やける未来のにない手自然を自らの幸せ

のため紀改造する力をもった人類の世紀の登場です.

ここから篤四紀に入りました.新第三紀から第四紀

に入るに当って絶滅した種は5%ぐらいにすぎません

から洪積世の生物界は現在とも変りない位といって

よいでし".しかし人類の出現という輝やかしv･

ぺ一ジこそどの時代とも比較できぬ位の画期的大事

体もし比較できるとすれば生命の誕生のぺ一ジカミ

あるくらいのことです.ですから以下は人類発展の

駒をめくってゆくことにします.

1鰍年のことです,商アフリカ⑫キンバリｰ北方約

至｡⑰鮎にあるタウングスの石灰鐘乳石の申から,ヤング

(R･遣･Yo悩刀g)か6才位の子供の顔繭頭蓋と下顎の骨

を発見し凌し花｡その脳の量は500～52bccと計算で

きそれは類人猿に近い(類人猿のこれを相当する脳畳

3⑪⑰～姦00cc親荏の人聞で6才では雲0⑰列00⑪簑｡)わけ

です沸樹ならびは人類的です.これは｢繭ア貿聾蒲

の類人猿｣(A鵬腕亘φ晦㈱afr麦鰯醐§)と命名され凄

したか今からエ⑪0万～60万年前に住んでいたと推定さ

れている人類のはっきりし花祖先とい克凄す生その後

南アプリ勿から次々と20体分の古人?遺骨か収集されま�
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アスモスチルスの時代別分布図

公印は漸新世.蟻印は中気世

〔図説1地球の歴史から〕

第85図デスモスチルス〔図説:地球の歴史から〕

DesmostylusMarshig02年に愛釦曝戸狩で中新層中から

大きな頭骨と菌とが発見されてD.j目ponicus.Yoshiwara

etIWaSakiと命名された.

壮

呉

第88図直立猿人〔図説:地球の歴史から〕

Pithecanthropuserectusまだ猿的なところが少匁く桂いカ…

シンチルｰリス間氷期における生物界の新たなる威力であった

�

製

第87図オｰスト

ラ1コピテクス人

〔図説:地球の歴

史から〕Austra-

���散畳��

riCamSこれこ

そ人類と猿の間を

つなぐ生物であり

人類の立場からい

うと人窺の祖で

もある

第89図北康原人C料学博物館所蔵〕

Si鵬nthropusPekinensis火の便用を知っていたことは鼠すばらしい人類の知恵のあらわれである今でも少しずつ遺骨が発掘されている�
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したがいずれもオｰストラロピテクス･アフリカヌス

と似たりよったりでオｰストラロピテクス･トランス

ワｰレンシスとかパラントロプス･ロブストスとかと命

名された遺骨です.

考えてみますと世界でもっとも遅れた人種差別の2

つの国の1つ南アフリカ連邦に輝やける人類の祖先の

遺骨添見出されたとは妙な因縁ですね.

この発見に先立って1891年の夏人類の祖先と思わ

れる遺骨が発見されていました.ジャワのブンガワ

ンソロで知られたソロ河の近くのトリニｰルでオラ

ンダ人デ風ポワ医師が発見した五個の頭蓋骨と粛のこと

です.彼はこれをザ瞳並擦人J｣(跳h篠｡鋤晦鞭鵬

ereCt鵬)と名づけ凄したが,この脳量は鑓賊で(現代

人の平均は鳩⑪⑪め今から郷万～郷万年前(襟積世中期)

の人類であること洪その後の研究で朗らか紀慈れ製し

た(第8綱)由

この直立猿人の特徴は流線型の劫頭部強大拒眉弓=

や強く突出淀饒吻広い下顎枝恋どにあ妙凄す赫樹は

類人猿のもりてい葛よ雪な犬衛をもち載せん岳澄から

オ二ストラ鷲ピテクスよ簑もいっそう人間的紀遼んでい

ます.この直立猿人1はく似花遺骨が醐瞬紀隅

じアジア州ヒ束の近くの用口唐で斐文中教授1はりて

発見され漢した｡現在襲でに側体以上も掘り出窓れて

いるそうです(第89図).これカミ40万年位前に生活して

い年北京原人(SinanthropusPekinensis)です.

1963年7月19日に同じ中国の陳西省の藍田県という

とこ亭で新たに古人類の完整した下顎骨(第90図)が

発見されました一｢北京周報｣日本語版第14号により

ますと厚さ30mの洪積世中期の紅色粘土層の下の方で

虎･象･豚･斑鹿の化石と一緒に埋もれていたそうで

す･またこの化石のあったとこるから30⑪㎜ばかり

離れた同じ地層の中から,この人怖婁使っていたらしい

石英のかた蜜単な苫を発掘レてい漢木北京原人より

.も少し前の人類とのことです嚇諜い吃とは今後研

究されて.人馬市鰯などに率奉されるζあでしゑう.

一方当一坪ツバ下も洪積挫前期～中期の嬢紀活躍レ

下いた人類の遺骨かいくつか発見窓れてい蜜す由有名

荏ハイデルベル>人て策軌図)≡スッン鴛ム人一シ鰍夢

インノ､イム人溶ど秘それゼす坤

以上の人六よりもまた少し進化発爆レ花の秘ネア!

デルタｰル人(第亭2図)です｡ドイツのネアンデル渓

.谷にある㍗バオニフア､一繍の申帖鰯埠順

に1つの頭蓋骨群発屍巷れていちいぢと物議をかもし

干した,あ㍗騎㌃w苧湖㍗は㍗虫禽人

といΦて頑張夢塞し淀｡一花から｢膜婚人類J(恥狐O

,Pri醐敏泌童蝸),と命名した学曹もい塞す｡しかしマ

ｰス細の支流の谷から続いて笈体の遺骨か発蒐されてか

ナ･ロシア､ウズベ潔ク1アフリカ洗とから次冷に約200

体におよぶ遺骨秘報告され平アンデル夢一ル人につい

ての資料は出ても豊かに匁ゆ凄した､

それをまとめ凄すとネアンデルタｰル人は男性160

㎝女性蝸蜘の平均身長をもち強い眉弓と突出した

後頭部まるい顎を特徴とし脳量は現代人よりも大き

い位でしかも現代人より長い腕と短い足その足も少

し響曲して少し前かカミみの姿勢をとったもののようで

す畠想からあまりスマｰトでなくイカしません.

これらの人々の舞台は洪積世中期から少し後期に入る

ようですかさて次にはっきりと洪積世後期にたりま

すをいわゆる知的人類とよばれる私たちと同じ人類が

生れ凄した･クロマ黒灘ン人です,もう一慶前に帰

ってク浜マニヨン人出場以前の盲人花ちの生活をみて

ゆ慈漢しふう.

襲ず諌一ストラ鰯ぎデ夢異人

彼らの骨とともに発見され花道具らしいものは河原

の有を打ちくだいて作ったごく原始的匁石器です｡

学者は彼らカ三ヒヒ1吻そシかノウサギ1吻メ1ト吻

ゲなどを食っていたといい,すでぬ火を用いていたとい

う学者もいます.それでは直立猿人はどう彪ったで

しょう.北京原人は?

直立猿人の生活は北京原人のそれほどにはわかって

いません.北京原人は火を僕ゆ花証拠やそ蜜つ匁穣

そうき

器掻器など多くの石器を残してい襲す苗彼らはオ

オツノシカ･熊･ハイ皿か象1多毛躍液だを雪嚢く繍克

て食べていました.ハイデルベルク人とくにスワン鴛

にぎ回

ム人は固いフリント製の石器を多く用いv'わゆる握

りち

槌(ノ･ンドアックス)を使いこなしていました.遺骨

に伴って発見された化石は象･オオツノシカ･馬など

ですから彼らはそのような動物を食べて生活していた

わげです｡この直並猿人1氷京原人1ハイデルベルク

･人施葛の生活した植堺を前期旧石暴跨代とよびます｡�


